
 

  見沼代用水・通船堀付近の自然と歴史 
         神山 裕則  

 

川口市立差間小学校 ４年（９９人）            ３時間   

 

視聴覚室                      令和３年１２月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの

ねらい 

対象 所要時間   

場所 

 概要 

 

実施時期 

芝川・見沼代用水の自然（植物・鳥など）  

通船堀の仕組み  

人々の暮らし  

 

 

 

 見沼代用水・通船堀付近の自然と歴史について、知る。  

 

 

 

 

 
プログラムの内容 

 １ 昔の見沼（５分） 

 縄文海進の頃の見沼の様子 

 

２ 見沼の成り立ちから、現在まで（３５分） 

 見沼溜井 

 井沢やそべえさんのすごさ 

 利根川から、水を引く。 

見沼代用水の工夫 

 ３㍍の高低差を埋める、通船堀 

 フネを使う工夫 

 潮の満ち引きを利用 

３ まとめ（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野：①自然への愛着 

受講者の反応 

・やそべえさんの工夫に気がつく。 

・江戸時代の機械のない時代に、この事業を成し遂げた緻密さに驚いていた。 

・都会の近くに、この自然豊かな土地が残されたのは、先人達のおかげと、自分たちもここを残し

ていきたいと、言う子が居た。 

 

 

環境アドバイザー 

活動情報シート A：外部公表用 


